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本市の人口

(昭和47年 l月 l日現在)

人口総数 188，863人

男 92. 1 0 1人

女 96，762人

帯 数 58，494世帯
(編集 ・発行)甲府市磁会だより編集委員会 沼話凶70 5 4甲府市議会事務局
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世
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一
と
に
か
く
短
い
期
間
に
献
身
的
に
軒
一
同
ず
に
栴
わ
っ
た
閣
も
あ
る
が
、
河
口
一
が
短
距
降
最
手
で
は
困
る
。
担
当
す
る
一
な
る
か
が
問
顕
で
あ
る
の
で
、
乙
の
ぼ

一力
さ
れ
た
占
は
率
直
に
説
め
る
・

一
剛
山
政
の
も
と
で
予
算
編
成
さ
れ
る
四
十
一
聞
は
乙
の
迩
曹
を
伺
っ
て
欲
し
い
。

一
奇
後
に
逗
回
し
て
い
き
た
い
。

一

D

老
へ
極
的
問
置
の
革
齢
引
き
下
げ
一
七
年
度
に
期
待
し
た
い
.

一

G

キ
の
政
治
の
し
く
み
の
も
と
で
一

A

財
源
の
乏
し
い
本
市
と
し
て
は

一平
買
物
、
過
半
な
ど
の
時
出
関
連
遭
開
一
一
の
闘
方
目
的
本
の
首
長
の
立
川
崎
は
艇
か
一
国
、
岨
に
頼
る
曲
が
事
い
。
都
市
計
阿

一
民

主

市

政

の

確

立

を

一
、
。

4

一

一の
舗
装
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
対
策
を
弓
ま
一
一
し
し
政
治
の
貧
困
の
な
か
官
、
苦
し
一
や
出
央
例
理
市
地
で
岬
の
多
大
の
協
力

一く
し
た
こ
と
な
ど
は
評
価
し
て
い
る
。
一

E
就
任
以
来
の
稿
策
の
出
掛
か
ら
一
い
暗
渚
を
強
い
ら
れ
て
い
る
市
民
軒
守
一
事
得
た
わ
吋
で
あ
り
、
今
後
も
政
党
政

一
向
μ市
揖
は
、
意
欲
的
に
閉
政
努
清
一
確
か
に
河
口
市
政
の
押
価
は
両
い
も
の
一
る
に
は
、
真
の
革
新
、
民
主
的
な
閉
政
一
派
を
超
え
た
聞
と
の
同
調
附
捕
は
、
市

昨
年
は
議
員
改
選
ヰ
同
時
に
、
同
一
そ
の
中
在
、
凶
・
岨
に
奇
ん
じ
て
一

F

秋
山
耳
の
も
と
で
編
成
さ
れ
一
る
整
会
を
進
め
て
い
る
が
、
従
来
の
一
が
あ
る
。
吾
川
す
る
掛
叫
が
君
。
一
氏
の
た
め
に
重
で
あ
る
。

い

こ

の

器

産

、

雲

市

主

一

目

訪

問

九

日

目

以

上

向

れ

わ

れ

一

校

野

間

山

一

転

h
M
M
K斜
計

計

五

日

門

戸

時

日

野

山

一

政

リ

リ

ヨ

い

け

れ

れ

也

市

担

当

日

い

約

九

け

一

借

金

し

て

も

一
義
2
2
E主
主
主
苦
情
事
ど
の
よ
ろ
に
評
価
し
感
じ
一銀
、
市
出
華
温
い
諸
問
題
へ
一
た
閑
聖
書
問
、
中
央
卸
売
車
な
一世
話
事
詳
し
て
も
ら
い
、
市
一
躍
霊
す
る
が
、
一
部
変
更
も
あ
り
一
お
ま
つ
、
£
い
占
は
あ
る
が
、
前
向
き
一
新
規
事
業
を

一
掃
の
代
表
に
お
策
ま
り
闘
い
ま
し
と
て
い
る
か
手
側
い
た
い
と
思
い
ま
一の
取
り
組
み
な
ど
、
意
欲
的
な
蓄
が

τの
聖
書
も
絡
に
つ
か
せ
、
さ
ら
一普
遍
在
虫
な
ん
だ
、
と
い

L
Zと
苗
っ
て
い
る
。
そ
乙
で
、
ど
こ
一
に
?
の
?
か
ら
一
目
の
く
ら
し
と
一

l
重
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
新
年
度
に
臨

日
諮
問
泊
予
人
医
療
債
を
柱
に

十M
M出
社
陵
情
説
曜
日
一
一
一時
現
地
間
一
一
軍
総
耕
一
回
一
一
一
部
一
地
抑
止
誠
一
一
…
…
脚
内
間

百
自
由
に
語
っ
て
い
た
だ
主
ぃ
ニ

A

出

E高
に
倒
れ
、
モ
の
一な
り
、
李
氏
で
さ
み
眠
争
と
い
う
一
て
は
山
裂
で
あ
っ
た
と
凶
っ
て
い
る
。

一か
な
も
の
に
し
て
欲
し
い
。
干
の
大
で
あ
る
・

2が
市
民
と
ひ
ざ
干
の
前
進
吾
朗
障
し
、
き
び
し
〈
一
監
視
一
い
町
が
あ
る
と
恩
わ
れ
ま
す
が
、
財
政

一
と
思

い

ま

す

。

号

系

民

の

蓄

の

E
Zて
、
年
一こ
と
で
解
院
長
し
ん
で
い
る
諸
問
一
ご

み

処

理

で

ヒ

ッ

ト

一
昨
年
は
肱
川
市
長
の
レ
ー
ル
峯
土
を
つ
き
あ
わ
せ
、

茶
話
語
吋
て
了
て
、
き
こ
;

一
制
度
の
問
題
点
、
財
政
の
工
夫
等
に
つ

A

(

嗣
室
長
あ
い
さ
つ
)
“
一
度
中
治
で
河
口
市
長
が
誕
生
し
た
お
一周

に

つ

い

て

、

秋

山

市

掛

か

ら

曲

さ

れ

一

一

れ

た

後

だ

っ

た

の

で

、

百

カ

ラ

ー

が

一

い

暴

言

語

だ

。

し

カ

れ

一

し

[

一

い

て

と

費

者

い

た

し

:

:

平

一

だ

が

、

事

の

九

か

同

聞

の

皆

、

一

た

占

部

長

皇

室

め

、

市

一

目

安

望

書

時

五

一

し
、
乙

一

c
問
、
県
の
補
助
金
を
最
大
限
に

mlιthぬき
で
守
…
パ
ド

a

一刊

誌

M
h刊
誌

持

一

Umm堅
持

十

河

川

れ

い

一

福

祉

、

教

育

面

を

最

重

視

野

口

位

十

月

日

日

間

切

引
U
H
a一
配
司

h

-圃
圃

一制
を
い
ち
以
く
喰
え
た

E
で
あ
り
、
豆
に
協
力
的
に
な
り
脅
ん
で
い
る
。
一

i
E

一
雑
草
、
期
間
な
ど
公
共
同
聞
の

方

l
t
μ
u明
I
h
-
-回
圃

一これ

B
i
z
-
2一
5
2
2
2
2

新

年

度

予

算

に

期

待

か

け

る

一

時

五

を

思

い

切

っ
て
し
て
、
翠

t

匂

凋

岨

咽

薗

・

E司
・

-

一
山
去
を
中
で
、
市
民
が
満
足
す
一
面
高
向
曹
に
継
承
さ
れ
、
周
辺
間
一

一

一

前

な

資

金

清

暑

は

か

る

毒

が

あ

る

聞

属

国

・

圃

圃

・

7
0
ご
み
処
理
を
し
て
一
欲
し
い
。
一
械
の
一
部
を
残
し
て
寄
世
相
当

F

同
殿
場
、
経
済
盟
主
界
一
さ
ら
に
新
年
度
で
は
、
老
人
医
療
と
同
一
い
も
の
が
払
い
下
げ
ら
れ
る
と
い
う
一
と
号
。

図
面
司
d
司

E‘
.

一
芝
公
白
か
ら
蓄
を
公
害
一
側
主
て
主
露
で
あ
っ
た
中
央
一の
大
事
に
よ
り
、
本
年
は
聞
に
お
い
一
時
に
号
児
暴
君
主
胸
す
べ
き
京
、
そ
の
間
前
で
低
査
の
新
し
い
H
一

E
Z
政
脅
堅
持
し
て
宮

崎

a司
副

E・
・

一慨
に
つ
い
て
も
、
献
し
い
講
、
規
制
一
理

2
2
3ぃ
、
章
一で
も
新
し
い
陣
代
の
哲
三
主
で
あ
る
と
号
。
一
室
磁
波
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

一苦
抑
え
る
か
、
室
し
で
も
慰
い

'
陥
画
圃

v--可園田
一揺
を
つ
く
る
な
ど
霊
前
最
品
一
が
進
ん
で
い
る
し
、
霊
長
団
主
と

n
B
E語
優
先
の
事
転
換
一

E

新
年
度
で
要
高
音
玉
に
一

D
mの
税
収
の
す
部

2
2て
一
切
っ
た
重
を
す
る
か
の
ど
言
か
だ

輔

開

園

曹

司

悶

同

一み
は
、
白
か
ら
草
さ
れ
て
い
る
。
一
と
に
か
く
工
議
致
が
開
始
さ
れ
て
い
一
正
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
蓄
に
お
い
一
す
る
か
注
目
し
て
い
る
が
、
私
ど
も
は
一
い
る
型
者
喜
男
蓄
が
少
な
い

一と
思
う
が
、
宮
財
政
運
営
と
し
て
は

旨

・

可

一一一

.

.

 

一

一る。

一て
も
霊
草
河
口
霊
の
も
と
で
初
一
塁
げ
政
を
霊
占
…
に
す
べ
き
だ
幸
一が
、
富
山
へ
の
告
の
器
な
ど
一
青
し
く
て
も
起
債
枠
の
広
大
吉
宮

山

尚

町

一
目

-
1
1

・

・

一
-

出

席

者

福

称

号

・

…
一
乙
乙
で
思
う
の
は
、
告
別
は
早
一め
て
の
予
鮮
が
つ
く
ら
れ
る
わ
吋
で
す
一
え
て
い
る
。
向
車
に
し
て
も
、
相
一章

一

み

た

い

。

一

買

を

は

か

つ

て

、

5資
的
事

1

什
錨
F
H
L
E一…
HHMゴ言
語

刊

行

吟

紘

一一

六

十

九

時

間

に

臨

喜

一

耕

作

当

初

日

一

動

物

園

の

移

伝

も

一

時

間

関

て

す

べ

喜

朗

で

・

薗
園
閉
園
・
圃
司

d
・

・

F長
-
山
本
清
(
清
風
会
)
…
一
に
耐
震
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
G

四
十
六
年
度
は
住
民
室
長
一
雪
崩
殺
、
老
人
ホ
I
ム
、
詩
施
一

C

都
市
計
思
警
告
環
境
の
一

市

長

、

住

民

ス
タ
ー
ト
は
ま
ず
及
第
点

河
口
市
長
市
民
優
先
の
市
政
を
貫
く

合
食
料
陪

H
V

与



一でいる
e

議
員
叩
万

5
千

同

額

一州
側
叩
肌
…
帆
剛
一ω一

昔
話
塁
・小池
R

忌か
)

-O
道
路
舗
装
(
主
主
話
回

2

-
O
特
別
徴
収
協
強
会

一
ι
c
o
めな
mm一

【震設経
済
部
委
員
会】

一重
・小
野容八)

特
別
職
の
新
報
酬

定

4
2
M
I
l
l
--一

O
市
議
人

{1E
肖閉会長・雨
一言
滋
霊
長
高
γ
同
議
日

指
導
、
改
善
を
茎
む

費
報
酬
な
ど
特
別
用
品
州
市
竺
二

η
~

二一

採
択
さ
れ
た
も
の

一号

日

一

人ほか〉

二

」

主

見

込

E
、

i
s
:

一
答
菜
さ
ん
の
土
問
題
で
は
、
一
間
市
の
補
助
団
体
で
あ
品
別
徴
一
に
つ
い
て
は
、

Z
内
相
官
額

一
剛
一
m
一
刻
羽
一
一

{総務部委
員会
}

一
S
2
(毒
自
治
会
時
一
o選
管

需

主

ー

:

七

十

歳

カ

ら

智

料

に

一私
書
在
高
み
に
じ
ら
れ
、
誤
解
を
一
塁
走
、
以
前
か
ら
主
く
の
う
一
の
富
(
諮
問
よ
り
器
)
ど
お
り
の
i
一
説

法

王

一

g
i
m
-
-日
本
型
ほ
か
)
一
回
国
ほ
か
)

-
一

-

Y

J

HJd

、
川

一招
い
た
と
と
は
滋
に
護
で
あ
る
。

一わ
さ
が
青
、
遣
が
京
国
で
由
っ
一重
要
産
雪
量
し
た
が
、
竺

答
二
四
~
巾
~
一

一
一
定
川
(
舎
本
自
治
体
誼
甲
府
竺
O
話
霊
と
改
修
(
品
吋
ぽ
の
自
治
一O
メ
ァ
主
話
回
化
の
た
め
の
担

日

場

。

瀧

D
曜
酬

l
・き
ト
3
J

-私は、友人に嗣まれ仲介の労苦
言
。
益
補
助
に
な
る
噛
霊
蓄
の
一会
話
器
関
心
主
的
い
た
め
、
壁

一額
一則
一
叩
「
m
mlm
=郡
朝日
♀
詰

-Emほか)
一会長
・小
松
忠
実
ほ
か
)
哀
ほ
か
(
金
聖
書
出
組
合

事
男
車
d
-唱
国
B
d
c
J
l

一と
っ
た
号
、
告
訴
内
向
に
つ
い
て
一ほ
と
ん
ど
が
会
主
室
長
以
報
酬
一の
日
に
特
に
表
液
晶
開
会
し
、
程

一間
一生
立
脚
立
主
一
O
消火開設問
(苦
闘

22
一言
辺
境
需
盆
師
自
問
章
一扱
議
定
者
一
白
霊
平
ほか
)

同
一
十
同
H
例
公
平
川
刊
か
ら
一一+
一無
控
訴
平
成
に
引
幸
げ
、
市
詩
型
望
書
附
し
、さらに

4
2
く聞知しておらず
、刑
市
立
で
あ
り
、
自
が
耳
語
以
で
占
め
一の
E
、
E
講
堂
Z-ツ忠
一緒
一2
一己

一2
1

1

1

一一
応
ほ
か
)
一
ふ
叩
材
提
ほ
か
)

一
継
続
審
査
す
る
も
の

年
一
H
ま
で
の
古
川
内
会
則
で
聞
か
一長
、
自
な
ど
特
製
品
射
手
品
川
の
草
ス
ラ
イド制の

Mm一は
毛
訓
示
。
し
た
が
っ
て
私
人
の
と
ら
れ
て
い
あ
E

と
品
同
で
あ
る
と
山
一で、

g
Z虫
し
て
裂
の
と
お円

一ー一

∞
一I
∞
「
町
一∞
∞
∞
一一
{民生
芸
員
会
】

一O
市
護
器
禁
ぴ
に
側
溝
需
(
一
【総務部委員会】

山
一一
十
日
同
白
川
町
一
回
一

mu一一
U
M邸
内
対
日
向
日
立
町
一
銭
円
一
刊
誌
一
日
目
一
続
殺
肝
心
仁
待

u
h
y
u
d
u
?と
の
開
号
、
動
一
多
抑
制

h
u
?、昨
年
一間
一則一
m
m
一
弘
軒
並
一
日
同
時
日
間
L
M
M
1
1
ヲ

町自
的
実
日
章
太
郎
ほ
一叩

U
m
h初
日
日
開
幻

自
に市立ら出向された老人医療由一た
。
芝
、
き
円
に
刑
務
所
移
転
促
一公
て
思
量
し
た
。

言
語
告
訴
は
と
η
下げる唱えは
一蓄
の
調
停
品
舗
の
一環
と
し
て
↑
十
二
月
か
ら
の
選
に
な
り
ま
し
た
。二
河

川
一川
~t閃
-
一
ト
一od丈
認
の
実
施
(
老
人
医
療
費
無
一
言
語
袈
(
里
吉
里
美
七
一質
主
意
ほ
か
)

?-----F

iida』
田
島
圃
・

h
a・
一

ム
マ
寺
ム
マ

一ない。

一特別徴収協議企があるわ
けだ
が、一

il
-
-
f
l
i
-
-
一一一

長
役

一役
長
Y
E

一旦
想
霊
陥
被
告左
手
上
野
幸
二
蓄
量
ほ
か
)

一
【
建
股
経
済
部
曇
員
会

一

副

圃
咽

リ

・

1国
岡

凶

当

一
十
一一議
会
に
お
宮
一常

一
与
し
、
市
民
骨
騒
が
し
た
市
主
一と
そ
今
ま
で
も
関
偶
者
向
で
問
題
一

Zぃ
、
駅
前
車
の
需
品
、

一一

一

一

入

面
一一
一
2
2
5
E脅
玄
時
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